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発
行
日

令
和
六
年
六
月
三
十
日

題

字

陸
軍
大
将

一
戸
兵
衛

発
行
者

太
郎
坊
宮
社
務
所

編
集
者

松
井
佑
一

東
近
江
市
小
脇
町
二
二
四
七
番
地

お
火
焚
大
祭
を
知
る

太
郎
坊
・
阿
賀
神
社
宮
司

奥
田
素
之

太
郎
坊
宮
最
大
の
お
祭
り
、
お
火
焚
大
祭
。

ひ
た
き
た
い
さ
い

毎
年
、
十
二
月
の
第
一
日
曜
日
（
令
和
六
年
は

十
二
月
一
日
）
に
行
わ
れ
る
こ
の
お
祭
り
は
、

「
赤
神
山
採
燈
大
護
摩
供
」
と
も
称
さ
れ
る
。

さ
い
と
う

ご

ま

く

神
主
と
修
験
者
が
一
心
と
な
っ
て
崇
敬
各
位
の

し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ

祈
願
達
成
を
念
じ
つ
つ
、
数
万
本
の
護
摩
木
を

焚
き
上
げ
る
神
道
護
摩
の
儀
式
で
あ
る
。

ぎ

し

き

そ
も
そ
も
、
護
摩
と
は
炎
に
供
物
を
投
じ
て

祈
願
を
し
た
り
、
災
い
を
滅
し
て
心
身
を
清
め

た
り
す
る
儀
式
を
い
う
。
太
郎
坊
宮
に
護
摩
の

儀
式
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
随
分
古
い
よ
う
で
、

赤
神
山
の
中
で
厳
し
い
修
行
に
励
ん
だ
修
験
者

達
が
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

真
剣
な
祈
り
を
神
さ
ま
へ
届
け
る
護
摩
儀
式
は

こ
の
地
に
根
付
き
、
長
い
年
月
に
わ
た
り
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

当
神
社
を
描
い
た
古
い
図
に
は
「
篭
殿
」
や

こ
も
り
ど
の

「
コ
モ
リ
堂
」
と
称
す
る
建
物
が
見
ら
れ
る
が
、

人
々
は
こ
う
し
た
御
殿
の
中
で
護
摩
を
焚
き
、

祈
り
を
捧
げ
た
と
い
わ
れ
る
。
今
日
ま
で
続
く

さ
さ

お
火
焚
大
祭
の
源
流
は
、
正
に
こ
こ
に
あ
る
。

（
右
）
昭
和
中
期
の
お
火
焚
大
祭
。
山
中
で
護
摩
が
焚
か
れ
て
い
る
。

赤
神
山

（
あ
か
が
み
や
ま
）

赤
神
山
と
は
、
太
郎
坊

大
神
様
が
お
鎮
ま
り
に

な
る
近
江
国
高
天
原
、

す
な
わ
ち
太
郎
坊
山
の

御
名
で
す
。

↑太郎坊宮HP↑

『
乾
漆
天
狗
面
』

か
ん
し
つ

制
作
年
代
不
明

縦
二
一
五
㎜
・
横
一
六
〇
㎜
・
奥
一
九
〇
㎜



勝利と幸福を授ける神 太郎坊・阿賀神社報『赤神山』

（2）

（
左
）
法
剣
の
儀
。
目
に
見
え
ぬ
魔
と
対
峙
し
つ
つ
、
剣
を
抜
く
。

た

い

じ

そ
の
後
も
、
悪
鬼
災
を
薙
ぐ
と
と
も
に
自
分

な

自
身
に
巣
食
う
魔
を
滅
す
る
た
め
の
「
法
剣
の

す

く

ほ
う
け
ん

儀
」
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
儀
式
の
の
ち
、
修
験
者
の

総
師
で
あ
る
採
燈
師
が
御
神
前
に
歩
み
出
て
、

さ
い
と
う
し

崇
敬
者
一
同
の
祈
願
の
趣
旨
を
記
し
た
願
文
を

が
ん
も
ん

神
仏
に
対
し
謹
ん
で
申
し
上
げ
る
。
こ
の
時
、

神
主
や
修
験
者
だ
け
で
は
な
く
、
お
参
り
し
て

い
る
全
員
が
真
心
を
込
め
て
拝
礼
し
、
願
い
の

達
成
を
祈
る
の
で
あ
る
。

（
右
上
）
大
祭
で
用
い
る
祝
詞
。
（
右
下
）
整
列
す
る
修
験
者
。

の

り

と

お
火
焚
大
祭
の
最
中
に
は
数
多
く
の
儀
式
が

行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
神
仏
の
御
加
護
を

ご

か

ご

仰
ぐ
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
お

紙
面
の
都
合
に
よ
り
一
部
の
み
触
れ
る
が
、

先
ず
は
、
集
っ
た
修
験
者
が
大
祭
を
勤
め
る
に

相
応
し
い
者
か
を
見
極
め
る
「
山
伏
問
答
」
。

や
ま
ぶ
し
も
ん
ど
う

修
験
者
同
士
が
古
典
の
よ
う
な
口
調
で
言
葉
を

交
わ
す
こ
の
場
面
は
、
修
験
道
の
奥
秘
を
語
り

お

う

ひ

人
々
を
悟
り
に

導
く
瞬
間
で
も

あ
る
。

（
下
）
修
験
者
が
吹
く

法
螺
の
音
は
、
悪
を

ほ

ら

払
う
獅
子
の
咆
哮
。

し

し

ほ
う
こ
う

そ
し
て
、
人
間
の
精
神
を
煩
わ
せ
、
身
体
を

わ
ず
ら

悩
ま
せ
る
煩
悩
の
根
源
を
断
つ
「
法
斧
の
儀
」
、

ぼ
ん
の
う

ほ

う

ふ

ぎ

東
西
南
北
・
中
央
・
鬼
門
の
各
方
角
へ
法
矢
を

き

も

ん

放
ち
、
神
仏
の
守
護
を
祈
る
「
法
弓
の
儀
」
が

ほ
う
き
ゅ
う

行
わ
れ
る
。

（
右
）
法
斧
の
儀
。
祈
願
詞
を
唱
え
た
の
ち
、
大
き
く
斧
を
振
る
う
。

き

が

ん

し

お
の

（
右
）
護
摩
壇
か
ら
立
ち
上
る
神
煙
。
採
灯
師
に
よ
る
儀
式
が
続
く
。

願
文
を
申
し
述
べ
る
と
、
遂
に
御
神
前
か
ら

頂
い
た
聖
な
る
火
炎
が
護
摩
壇
に
灯
さ
れ
る
。

ご

ま

だ

ん

瞬
く
間
に
煙
が
立
ち
上
り
、
修
験
者
の
読
経
が

ど
き
ょ
う

響
く
な
か
、
崇
敬
者
各
位
の
願
い
が
託
さ
れ
た

た
く

護
摩
木
が
焚
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、

護
摩
木
は
神
煙
へ
と
姿
を
変
じ
、
天
高
く
ま
で

願
い
を
昇
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

お
火
焚
大
祭
に
お
け
る
儀
式
の
真
理
と
は
、

人
の
内
外
に
漂
う
悪
災
を
断
ち
切
っ
て
心
身
を

あ
く
さ
い

清
浄
に
し
、
神
仏
の
尊
き
ご
加
護
を
請
い
願
う

せ
い
じ
ょ
う

こ
と
に
あ
る
。
崇
敬
者
各
位
に
は
是
非
お
火
焚

大
祭
に
参
詣
し
、
抱
く
心
願
を
護
摩
木
に
込
め
、

誠
の
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
た
い
。
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あ
な
た
が
胸
に
抱
く
願
い
が
叶
う
よ
う
、
そ
の

心
の
想
い
を
阿
賀
大
明
神
・
太
郎
坊
権
現
さ
ま
に

あ
が
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

た
ろ
う
ぼ
う
ご
ん
げ
ん

お
伝
え
す
る
、
ご
祈
祷
。

き

と

う

‐

神
験
即
現‐

し
ん
げ
ん
そ
く
げ
ん

神
様
の
御
利
益
が
す
ぐ
に
現
れ
る

‐

勝
運
授
福‐

し
ょ
う
う
ん
じ
ゅ
ふ
く

全
て
に
打
ち
勝
つ
力
と
福
を
授
け
る

こ
の
よ
う
に
称
え
ら
れ
る
当
神
社
の
神
さ
ま
の

た
た

ご
加
護
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

❖

受
付
時
間

九
時
～
十
七
時
（
年
中
無
休
）

❖

受
付
場
所

本

殿
（
一
名
～
八
名
）

ほ
ん　

で
ん

拝

殿
（
一
名
～
四
〇
名
）

は
い　

で
ん

祈
祷
殿

き
と
う
で
ん

❖

ご
祈
祷
料

金
五
、
〇
〇
〇
円
か
ら

★
自
分
で
水
引
結
を

ほ
ど
こ
す
こ
と
で

護
摩
木
に
更
な
る

祈
り
を
込
め
る
、

特
別
体
験
も
受
付

し
て
い
ま
す
。

・
所
要
時
間

十
五
分

・
奉
納
料
金

三
千
円

※
お
火
焚
大
祭
で
祈
願
を
す
る
「
護
摩
木
」
は
、

神
社
内
各
受
付
所
で
お
授
け
し
て
い
る
ほ
か
、

郵
送
に
よ
る
お
届
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
【
住
所
・
氏
名
・
護
摩
木
の

種
類
と
本
数
】
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

右
か
ら

護
摩
木
（
特
大
）
三
〇
〇
〇
円

（

大

）
一
〇
〇
〇
円

（

小

）

三
〇
〇
円
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社

務

日

誌
（
抄
）

参
集
殿
日
誌
（
抄
）

諸
祭
事
を
斎
行
し
ま
し
た

一

月

歳
旦
祭

敬
神
講
社
新
春
祈
願
祭

東
近
江
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

新
年
例
会

外
務
省
主
管
米
国
交
流
派
遣
事
業

お
ま
も
り
づ
く
り
体
験

古
神
札
等
焼
納
祭

献
灯
講
講
社
祭

敬
神
講
社
評
議
員
会

功
績
者
表
彰
式
典

龍
神
舎
改
修
事
業
竣
成
式

敬
神
講
社
講
元
役
員
会

（
各
地
域
支
部
毎
に
開
催
）

二

月

節
分
厄
除
大
祭

厄
除
招
福
神
事

紀
元
祭

氏
子
渡
御
祭
打
合
会

商
家
に
伝
わ
る
雛
人
形
め
ぐ
り

共
催
ひ
な
人
形
展

聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
・
悠
久
の

近
江
魅
力
再
発
見
委
員
会
様

第
五
回
委
員
会

天
長
祭

祈
年
祭

氏
子
総
代
就
退
任
奉
告
祭

❖

日
米
友
好
の
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
へ

外
務
省
が
主
管
す
る
ア
メ
リ
カ
交
流
派
遣
事
業

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ‐

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
。
当

神
社
で
は
二
十
一
名
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

境
内
散
策
の
ほ
か
、

伝
統
文
化
『
お
ま
も
り

づ
く
り
』
に
も
挑
戦
。

お
ま
も
り
袋
の
模
様
に

込
め
ら
れ
た
意
味
や
、

日
本
人
が
お
ま
も
り
を

大
切
に
持
つ
理
由
な
ど
、

興
味
が
尽
き
な
い
様
子

で
し
た
。

❖

功
績
者
表
彰
式
典
を
行
い
ま
し
た

太
郎
坊
宮
の
護
持
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
を

表
彰
す
る
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

本
年
受
章
さ
れ
た
方
は
、
左
記
の
方
々
で
す
。

東
近
江
市

岡
崎

嘉
一

様

甲

賀

市

岡
崎

治
雄

様

甲

賀

市

藤
川

豊

様

東
近
江
市

宮
部

庄
七

様

長

浜

市

池
崎

忠
司

様

蒲

生

郡

茶
谷
仙
太
郎

様

❖

氏
子
渡
御
祭
が
戻
っ
て
き
ま
し
た

感
染
症
の
影
響
等
に
よ
り
、
し
ば
ら
く
規
模
が

縮
小
さ
れ
て
い
た

渡
御
祭
。
本
年
は

と
ぎ
ょ
さ
い

従
来
通
り
の
姿
に

復
し
て
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。
前
日
の

宵
宮
祭
で
は
松
明

神
事
も
行
わ
れ
、

に
ぎ
や
か
な
春
の

お
祭
り
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

❖

神
社
の
装
束
た
ち
を
展
示
中
で
す

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
も
見
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
、
貴
族
の

華
や
か
な
装
束
。
日
本

し
ょ
う
ぞ
く

伝
統
の
文
化
に
触
れ
て

頂
く
場
と
し
て
、
所
蔵

す
る
装
束
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
風
雅
な
平
安

文
化
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
土
日
祝
日
の
九
時
～
十
七
時
。

拝
観
無
料
で
す
。
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❖

Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
開
催

(

株)

モ
ン
ベ
ル
社
と

東
近
江
市
が
共
催
す
る
、

シ
ー
ト
ゥ
ー
サ
ミ
ッ
ト
。

各
地
域
固
有
の
文
化
や

大
自
然
の
魅
力
を
学
び

な
が
ら
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

五
月
度
の
大
会
で
は

太
郎
坊
宮
が
ゴ
ー
ル
と

な
り
、
大
会
長
の
小
椋

正
清
東
近
江
市
長
ら
が

完
走
者
を
迎
え
ま
し
た
。

三

月

桃
の
節
句
ひ
な
ま
つ
り
茶
会

例
祭

四

月

東
近
江
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
様

必
勝
祈
願
祭

氏
子
渡
御
祭

東
近
江
春
祭
り

出
張
お
ま
も
り
づ
く
り
体
験

も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ

高
城
れ
に
様
参
拝

五

月

近
江
の
聖
徳
太
子
連
絡
会
様

社
寺
宝
物
展
開
催

神
仏
習
合
法
要
祭
典

神
社
の
装
束
た
ち
展
開
催

御
田
植
大
祭

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
様

史
跡
探
訪

Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

び
わ
湖
・
東
近
江
大
会
開
催

清
水
小
脇
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
様

箕
作
山
ハ
イ
キ
ン
グ

敬
神
講
社
評
議
員
会

敬
神
講
社
支
部
講
社
祭

（
各
地
域
支
部
毎
に
開
催
）

六

月

夏
越
大
祓
式

毎

月

十

五
日

古
神
札
等
焼
納
祭

二
十
三
日

月
次
祭

二
十
八
日

赤
神
不
動
尊
月
次
祭

❖

拝
殿
で
ご
祈
祷
を
受
付
し
て
い
ま
す

新
た
に
拝
殿
（
国
定
登
録
有
形
文
化
財
）
で
、

ご
祈
祷
や
神
前
結
婚
式
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

大
太
鼓
の
鳴
動
に
よ
り
心
身
を
引
き
締
め
て
古
式

め
い
ど
う

同
様
に
ご
神
前
を
拝
み
、
厳
か
な
ご
祈
祷
に
よ
り

お
ご
そ

神
様
の
尊
い
ご
加
護
を
祈
念
し
ま
す
。

き

ね

ん

※
土
日
祝
日
は
予
約
不
要
。
平
日
は
要
予
約
と
な
り
ま
す
。

❖
祝
詞
書
写
奉
納
を
開
始
し
ま
し
た

神
様
へ
思
い
を
届
け
る
言
葉
、
祝
詞
。
願
い
を

の

り

と

込
め
て
書
写
し
、
尊
い
ご
加
護
を
頂
く

。

特
別
な
体
験
の
ご
案
内
で
す
。

※
奉
納
料
金
二
、
〇
〇
〇
円
・
約
二
〇
分
で
完
成
・
お
守
り
贈
呈
。

今
後
の
主
な
神
事
予
定

◆
夏
越
大
祓
式
（
六
月
三
十
日
）

◆
献
茶
祭
（
七
月
二
十
日
）

◆
観
月
祭
（
九
月
十
七
日
）

◆
太
郎
坊
宮
敬
神
講
社
本
部
主
催
研
修
旅
行

（
十
月
中
旬
予
定
）

◆
秋
季
講
社
大
祭
（
十
一
月
一
日
）

◆
一
願
成
就
社
報
恩
祭
（
十
一
月
三
日
）

◆
新
嘗
祭
（
十
一
月
二
十
四
日
）

◆
献
菊
祭
・
菊
花
展
（
十
一
月
上
旬
）

◆
お
火
焚
大
祭
（
十
二
月
一
日
）

◆
師
走
大
祓
式
（
十
二
月
三
十
一
日
）
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◆
千
日
大
祭

各
種
催
し

❖

奉
納
提
灯
点
灯
（
十
八
日
～
二
十
四
日
）

神
様
へ
と
献
じ
ら
れ
た
提
灯
の
明
か
り
が
、

境
内
全
域
を
彩
り
ま
す
。

❖

特
別
な
「
お
ま
も
り
づ
く
り
」

千
日
大
祭
期
間
中
だ
け
の
特
別
な
お
ま
も
り

づ
く
り
体
験
を
ご
用
意
。

❖

奉
納
ふ
う
り
ん
受
付

風
鈴
の
短
冊
に
願
い
を

書
き
、
涼
や
か
な
音
色
と

共
に
神
様
へ
さ
さ
げ
ま
す
。

毎
年
好
評
の
ふ
う
り
ん
の

絵
付
け
体
験
も
参
集
殿
で

開
催
し
ま
す
。

❖

千
日
大
祭
参
拝
記
念
ご
朱
印

千
日
大
祭
の
期
間
中
に
ご
参
拝
さ
れ
た
方
へ

特
別
な
御
朱
印
を
お
授
け
し
ま
す
。

❖

奉
納
花
火
大
会

七
月
二
十
日
（
土
）

二
〇
時
頃
か
ら
打
上

予
定
と
し
て
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

―

千
日
大
祭
に
参
拝
す
れ
ば
、

千
日
間
の
参
拝
と

等
し
き
ご
利
益
を
得
る―

こ
う
言
い
伝
え
ら
れ
る
、

太
郎
坊
宮
・
千
日
大
祭
。

「
太
郎
坊
尊
の
大
祭
典
」
と

た
ろ
う
ぼ
う

そ
ん

だ
い
さ
い
て
ん

讃
え
ら
れ
た
千
日
大
祭
は
、

数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
祭
礼

で
す
。

今
年
も
古
式
に
の
っ
と
り
、

諸
願
成
就
の
大
祈
祷
を
執
り

行
い
ま
す
。
大
祈
祷
で
は
、

皆
様
に
太
郎
坊
宮
の
神
様
の

尊
い
ご
加
護
が
あ
る
よ
う
に

お
祈
り
し
、
巫
女
が
神
楽
の

舞
を
奏
で
ま
す
。

ま
た
、
大
祭
の
期
間
中
は

境
内
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、

神
秘
的
な
空
間
を
描
き
出
し

ま
す
。

◆
千
日
大
祭

大
祈
祷

（
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
）

千
日
大
祭
期
間
中
の
み
行
う
大
祈
祷
。
特
別

祈
願
神
札
等
を
お
授
け
し
ま
す
。

‐

太
郎
坊
尊
の
大
祭
典‐

千
日
大
祭
の
ご
案
内
（
七
月
二
十
日
～
二
十
一
日
）

◆
カ
ラ
フ
ル
勝
守
（
か
ち
ま
も
り
）

一
〇
〇
〇
円

は
な
や
か
な

色
糸
を
用
い
て

織
り
上
げ
た
、

勝
利
の
お
守
り

で
す
。

毎
日
の
積
み

重
ね
が
目
的
を

達
成
す
る
力
と

な
る
様
、
祈
願

し
て
い
ま
す
。

全
三
種
類
。 新

し
い
授
与
品
の
ご
紹
介

表

紙

解

説

今
号
表
紙
は
当
神
社
の
神
使
で
あ
る
天
狗
を

模

っ
た
面
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
「
赤
ら
顔
で

か
た
ど

鼻
高
く
、
鋭
き
双
眼
千
里
を
睨
む
」
と
の
伝
承

通
り
、
威
厳
に
満
ち
た
大
天
狗
の
姿
を
忠
実
に

表
し
て
い
ま
す
。
本
作
の
制
作
技
法
で
あ
る

「
乾
漆
」
と
は
、
麻
布
や
和
紙
を
漆
材
で
張
り

う
る
し

重
ね
た
り
、
漆
と
木
粉
を
練
り
合
わ
せ
て
成
形

し
た
り
す
る
工
法
で
す
。
天
狗
面
は
、
お
火
焚

大
祭
中
に
修
験
者
が
額
に
着
け
る
法
具
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。


